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19.Ll,P'-I)I)T乳剤のアカイエカの幼虫に対する致死車力および ノックダウン速度におよ
ぽす各種有機溶剤の影響について 松原弘道 (岐巾大学凸学部毘芸化学故宝)47.7.29受理

9,9'-DDT 乳剤のアカイエカの幼虫に対する致死iifカならびに ノックダウン速度におJ:ばす11位
の有機溶媒の彫哲を. 著者が先に投来したペト.)一皿法によって研死した.0-dichlorobenzeneを

除く溶剤のみの乳硬の致死毒力とその溶剤の HLB とは密接の関係があり,-鰍 こm剤の HLB の

小なる樫, すなわち親油性の大なる程詔力が大となる憤向を認めた.A,b'-DDT乳剤の致死および

ノックダウン効果と,使用溶剤の節点, 双極子モーメント, 誘花率および桁剤171刑の致死ならびに

ノックダウン効狐との問には特別の関係を見山せなかった. しかし溶剤の HLB と使用非両所吐剤

との HLBの加成性から考はすろと,この HLBとLI,b'-DDT 乳剤の致死iu力ならびにノックダウ
ン速度との問には関係が認められ,ノックダウンのど-クは3.8以下で,致死Tu力のピーク4.4より

親油性仙 こあり, 昆虫への速かな効力の発現のためには, i:り栽旭的であることが必%(とのt.11'約を

持た.なお 9,9'-DDT乳剤のノックダウン速度と乳剤の諸物郡山性状ならびにm剤叩剤の生物活性
との間には特別の関係が見山せなかった.

先に著者1)はP,L)I-DDT乳剤のアカイェカの幼虫に

対する致死宙力およびノックダウン速度におよばす各

班の非イオン性界面活性剤の碓矧 こついて研究し,釈

試界面活性剤の大部分は乳剤の致死享ii力ならびにノッ

クダウン速度に対して和迩作用を示し,その糊故皮と

界面活性剤の特性との問には符接の関係があることを

認めた.殺虫剤がその効果を発押するためには昆虫の

表皮を透過し作用点に速かに到達することが必要であ

り,この渉透性ならびに1)ビッドに対する親和性を附

与すろには.祁助剤としてFT]いる界面活性剤が韮要な

役割を拭ずろことはいうまでもないが,製剤に際して

FG合される石塀溶剤もまた大きな膨甥をおよばすもの

である.

各種殺虫剤の製剤に際して基剤として用いる溶剤の

各種昆虫に対する致死-Fij力に及ぼす好響については多

くの研究があり,池田2)は9,9'-DDTおよびr-BHC
乳剤のアズキゾウムシ,金子3)は γ-BHC乳剤のコナ

マグラメイガの幼血 酒井ら一)は r-BHC約枚のイエ
バエならびにエンマコオロギ.ShermancEat.8)は

A,b'-DDT桁紋のアズキゾウムシおよびセンチニクバ

エ.池田l)は EPN乳剤のバラヒゲナガアプラムシお

よびヒメコガネ,大仰ら7)は diazinon乳剤のイエバ

エ.武術らJ)は5柾のピレスロイド粥<紋のイエバエ,

林らl)はアレスリン,DDVPおよび γ-BHC溶紋の
イエバエ.Jonesetat.10)は石油のイエバエに対する

致死あろいはノックダウン効果に,それぞれ使用した

イ7位桁剤のf･B析あるいはその濃度が多くの影響をおよ

ばすことをそれぞれiyLIiしている.

一般に符生むdlm牧山剤では,その効架が班用者の
田祝的感光から印射 .Jけちれることが多いため,わが

国の国民性からも,昆虫に対するノックダウン速度は

実用的忠義以上に公望せられる性根であるが.薬剤の

ノックダウン速IRにおよばす浴剤の膨矧 こついての研

究は少なく,また浴剤と班川界面活性剤との関連につ

いての研兜も殆んどない.池田2)はアズキゾウムシに

対する有機堀諸芸剤の致死効果への乳剤中の有機溶剤の

膨哲についての研兜で,BHCのような速効性の農薬

では浴剤の雌哲が朗著にあらわれないが,作用の遅い

DDTでは浴剤の種類によって薬剤の効力に明らかな

差異があるといっている.

著者11)が先に報告したように,Z･,P'-DDT乳剤のア
カイエカの幼虫に対するノックダウン速度は遅く.天

然ピレス1)ンの1/27に過ぎず,その速度の促進あるい

は致死お力のEn地のためには.乳化剤として用いろ界

而活性剤の適当なものの選択の外.乳剤柁17･全休のdl

体.)ビッドに対すろ親和性のIR合いという概J.F:tから.

誠刑として用いる折剤の選択が_7TL茨な1.1u収と考えられ
ち.そこで ♪,P'-DDT乳剤郎淡の胡学割こ際し,乳化

剤としては全部同じ dodecylbenzenecalcium sul･

fonate(DBSCa)および polyoxyethylene (n=15)

nonylphenolether(NP-15)の混合物を用い,基剤

として11種の有機溶剤を配合し,それらがアカイェカ

幼虫の致死寿力ならびにノックダウン速度におよばす

好哲をペト')一皿法で検討し,さらに殺虫剤を含まな
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い浴剤叫剤の乳紋の同一昆虫に対する致死毒力ならび

にノックダウン速度もタ,〟-DDT等L剤の諸性能に関

係があるものと考えられたので,亘 れら両性能につい

ても研光を行なった.

実験材料および方法

1. 供試薬剤

♪,p'-DDT (日右四連)は＼nip108.8-109.30のも

の,乳化剤としては DBSCaおよび NP-15-(竹本油

脂)の等量混合物を用いたが,その HLBはそれぞれ

7.0および15.0である.有機溶剤は何れも市販の化学

用紙品を分溜相知L,I:もので,まず9,9'-DDT5-20
%,乳化剤20%串よび有機溶剤60-75%の乳剤虎杖を

試製し,♪,P'-DDT結晶の溶解性,乳化性ならびに乳

剤の安定性 L(乳剤原液1gに50ccの水を加え常温で

24時ILil放出)を試験したところ.四塩化炭芽::(bp76.0

-78･Oo).ノpe.0Base(柵災石油系;190-2380).石

油2班 (180-等000;200-2100),mineralterpen(石
油系;155-1750).n-hexane (67.5-72.00),1,2-

dichloroethane(83-849),1,1,2,2-tetrachloroeth･

ane(143-148.),butylcellosolve(166-16r),

metylisobutylketone(111-1180),cyclohexanone

(152.-157o),decalin(186-193o)および dimethyl

formamidc(151-159o)の13溶剤は何れも17,L)'-DDT

の浴節性あるいは乳化安定性が恐く,溶剤として供用

不可雄であるので,邦1泌 こ示すような溶解性ならび

に乳化安定性の良好な1'1溶剤について研究することと

した.節1表にはそれらの bp,誘屯率および双極子

モーメントを示した.

2. 供試昆虫 ･

致死ならびにノ･)クダウン試験に班用したアカイエ

カ CuEexpipiens♪alLensCoqui･の幼虫は.岐串TlJ'

相郊で産卵後12時間以内の卵塊を採災し,水柚中で鮮

化せしめ,薬用酵母を餌として飼育したもので,好化

後5-6日目の終令幼虫で,発育度の揃っ-たものであ

る. I. .I

3･ 実験方法 .i,;･･/:I.･t･∴
生物試験に用いた9,9'-I叩T,a.L剤疎紋p韮難組成●い′
は9,9'-DDT10%,乳化剤20%,浴剤79%で,∴また浴

剤申剤の場合もこれと同一組成としたが,♪,〆TpDT
10%の代りに水を同一量配合した.このように調出し

た 9,9'-DDTならびに溶剤単剤の乳剤のアか'Jェヵ

の幼虫に対する致死毒力は著者11'が東に報由したペト

.)-皿法により,1濃度に?きシャーVIO個を蚊用し.

200ccの薬紋を盛ったシャ｢レにおのおの10匹の昆山∫
を入れ,合計100匹の24時間後の致死率と乳剤稀釈庇

(5-7種)からBlis三の probit法により回嘩方程式

を求め,それから中央致死温度 (LC50)を針辞し.
キシレンを配剤した薬液を基準としたLC60比を罪山

した.次いでア.*イエカの幼虫に対する LP,b'-DDT

および溶剤畔剤のノックダウン速度におよばす浴剤の

膨蟹を見るため.一著者Il)が先に提案したペトt)一皿法

を適用した.すなわち上記方法によって求めたアカイ

エカの幼虫に対する LC60比に配合した等iif力の英

紋によって,昆虫が15-48分の間にその50%がノック

ダウンするような氾皮に調整し,これをペト1)-皿に

とり,100匹の昆虫に対する時間(分)-ノックダウシ､

虫率 (%)を求め,probit法によって中央ノックダウ･

ン時間 (KTBO)を計辞し,キシレンを配剤した薬淡を.

基準としたKT60比を罪出した.

両試験ともに一皮に試験することは不可経であるの

で,毎回基準としてキシレンを配剤した乳剤を川い.

ノックダウン速度のように,両者間その他に越だしい

差があり,垣抜相互の比較が不可能の浴剤においては.

キシレンと各浴剤の中間に他の適当のものを挟んで.

間接に対キシレン比を求める方法をとった.なお眺拭

♪,L)I-DI)T乳剤の表面張力の8u定は原紋の100,250お

よび500倍紋の3氾皮についてTraubeの滴数計を用い

Table1. Thecharacteristicsoforganicsolventused.

IBenzene
.Toluene

Xylene
､MonqchlorQbenzene
'to-Dichlorobenzene

-cyt'1ムhexane
ITitralini

rMcttlyl･naphthalene
Solventnaphtha
n-Butylacetate
2TEthoxyethanol

130

79- 81
109一一111
139-141

131-136

176一一180

80- 83
200.-205

123.-127/25.5mmHg
123-146
122.-127

133.-135

Dielectricconstant Dipolemoment.

2.275
2.379
2.374

5.621

9.93

2.023
2.773

2.681

2.384
5.01

29.6

31
30
54
27

00
28

1
84

08

0
0
0

1
2

0
0

0
0

1
2

A i
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て25●で測出した.i

火映は1964咋8月初佃 から9月下付の関に行ない.

水温は27.･5-29.8.1fr･.あてぢT=∵. ■

･-.'▲l'､∴･l一 ､′IL'･
∴ .天壌結果お串び考累 .

I. 仏和桁刑111刑のアカイ･エカの幼虫に対する致死紹
力ならびにノ･i'クダウン速FB:～･ .._...

1ru卿 こ述べた災鹸法により,11種の浴剤70%,,乳化

剤20,00'ゎよび水10%のみよりなる乳剤のア､カlイ土カの

幼虫に対する致死寿力ならびにノックダウ,ン速度を測

定し,キシレンを基準としたそれらの値を節2表に示

した.

,なお界面活性剤のHLBの概念を使用浴剤ならびに

佐用溶剤 と界面活性剤の blendとの混合体に･も適用

し,Davis12)の方法で郡山すると邦3表のようになる.

なお GrjfEin13)の提案による●DBSCaおよび NP115

を乳化剤として用いた乳化試験より求めた各桁刑の所

-ELHLB(demandHLB)も桝記した.

1) RflL剤の抑点.双極子モーメントおよび誘Tti率と
桁刑111剤の生物T7;･性との関係

桁刑のyfl瓜と致死TU力ならびにノックダウン速度と

の問には特別の関係を見出し難い.Jonesetat･lO)ち

イエバ土に対する石油系搭妹の寿力と節点との関係を

研兜し,その間に坪純な関係を見出せないといってい

ち.しかし脂肪族化合物を除いた芳香族ならびに脂環■
式化合物の問では,概して沸点が高いほど致死毒性がr
大となる傾向が見られ 特に沸点1700以上のものは何

れも致死寿力が大である･また啓剤の軌荒と串 クダ
ウン速度との間には一定の関係を見出し難い.

溶剤甲双極子モーメントあるいは誘電率と尋句.生物l
活性との間には相関がないようである.酒井▲'!も溶剤

の極性,双極子モーメント,誘氾率と稀剤効果との間～
には特定の関係はないといっている.

2) 桁剤叩剤の HLBと出物活性との関係 `

前述のようにHLBの概念を折刑Ill剤ならびに溶剤

と界面活性剤の blendとの出合物にも通用してみる

Table2. Therelativelethaltoxicitiesandknockdownspccdsof70%
Solventaloneemulsionsagainstmosquitolarvae.

Relative Relative
lethaltoxicity knockdownspeed

Ⅹylene
Benzene
Toluene

Monochlorobenzene
o-Dichlorobenzen占 L

Cyclohexane
Tetralin

Methylnaphtbalene
Solventnaplltlla

かButylacetate
2-Ethoxyethanol

00
29
57

16
26
62
腿

79
07
01
0

1
0
0

1
3
0
1

3
1
0
0

1.00

6･17 1
2.06

1.51. こ
0.26････- 二 ･L'･
2.29∫
;i'.86
0.34
1.01

22.75
8.13

～AverageoHourtimes,LC"87.56ppm (asstockemulsion)

Table3. HLBolsolventaloneorwithsurfactant'sblend.

HLB HLBwithblend DemandHLIi

Xylene
Benzene
Toluene
Monochlorobenzene
〟-Dichlorobenzene

Cyclohexane
Tetralin

Methylnaphthalene
Solventnaphtha

かButylacetate
2-Etboxyethanol

2
2
7
5

4
2

3
8
7
0
3

3
4
3
2
3
4
2
1
2
7
8

9
7
3
4
1
7
2
8
5

9
9

4
5
5

4
5
5
4
3
4

7
8

111
,_
r
.L
.

,

2
2
3
7
し4
9

9

3
2

7
8

1
2
1
2
2
0
0
1
1

9
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1

i31
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と.これらHLBと致死お力との間には密接の関係が

あり.那1図に示されるように,HLBの小なるほど
弓は力が大となる憤向を示す.ただし荷性元素として分

子中に2相の塩素を含んでいろO-dichlorobenzeneで

は, これに近い HLBを もつ トルエンよりもやや強

0g
l
â
.LIeta∝

4 5 6 7 8 9

HL8

Fig.1. RelationbetweenliLBand
LC的Ofsolventalone.

い詔性を持ち,娩分不規則性を示す.

3) 浴剤の化学構造と生物活性との関係

一般に芳香族ならびに脂環化合物は脂肪族化合物よ

り致死寿力が強く,ベンゼンの核置換体ではメチル'B

換体より塩素置換体がお力が強い.また両EFB換)誠共,

その数の多いものはど毒力が大となる.ノックダウン

速度においては上の関係は全く逆となる.酒井1)もイ

エバエに対する溶剤の時間-ノックダウン虫串は一般

に芳香族溶剤は小で,2-ethoxyetllanOlは大であると

報告している.

本実験における chlorobenzeneのような-iu性元諺;･

を含むもの以外の浴剤の致死番性は本来相互間に大益

がなく,昆虫の作用点への到達速度および到述皿がそ

の生物活性を支配するものと推定されろ.藤田1リl)は

出薬の生理活性に関与する物理的性質として親FLLl-親

水性のバランス,分子内の磁荷分布および立体川造を

あげているが.本実験におけるように,致死-JfJ力なら

びにノックダウン速度のような生理活性には浴剤の分

子内の詔荷分布は余り彫哲がなく,24時間後の致死心
力のような生理活性では,ハロゲンのような詩性元素

を多く含むものを除外すれば.乳剤原状の HLBと高

い相関があることは.疎水的因子が致死iil性を強く支

配していることを示すものと思われる.

ⅠⅠ.各種浴剤を配合した♪,17'-DDT乳剤のアカイエ
カの幼虫に対する致死お力およびノックダウン速度

前項に述べたと同様の実験法により11孤の浴剤を川

いた10% L･,L)I-DDT乳剤のアカイエカの地山に対す

る致死む力ならびにノックダウン速度をau定し.キシ

レンを基準としたそれらの他を邦4表に示した.誠Fll

には各 P,P'-DDT乳剤の100,250および500LtL'･紋の
袈面張力をも附記した.

Table4. TherelativelethaltoxicitiesandknockdownspeedsoflO%
P.LI'-DDTemulsionsusedvarioussolventsasbaseagainst

mosquitolarvae,andsurfacetensionof少,〟-DDTemulsions.

solvent Lethalt｡xici?yelativeK一,Speed 1..f.Sludrsface2t5C.nSfi.olndsdyn/5C.3,｡1｡S

Xylene
Benzene

Toluene

Monochlorobenzene
o-Dichlorobenzene

Cyclohexane
Tetralin

Methylnaphthalene
Solventnaphtha

〟-Butylacetate

2-Ethoxyethanol

00
86

07

85
20

18

27

45
幻
25

0

1

0

1

0
1

1

1

1
0

1

1

0

1

0

6

2

2

9

1

3

6

7

0

9

2

9

9

4

0

2

2

4

4

1

0

1

0

1

1

2

3

1

0

0

餌

93

68

67

00

05

96

98
84
29
89

28
雄

28

34

33

光

29

29
28
27
2

61
腿

43
27
60
4l
l2

12
95

08
6

9

0

0
5

4

0

1

1
9

9

0

2

3

3

3

3
3

3

3

2

2

3

55

_5

94

91
59

48

17

67
82

朗

9

0
2

2

5
5

2

3

2
9

0

2

3

3

3
3

3

3

3

3
3

3

3

*Averageoffourtimes,LC8｡0.7698ppm (asstookemulsion)
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1)だT'剤の挑瓜 双梅子モーメントおよび誘†tl埠王と
0,1)I-DDT乳剤の生物括仕とのLM係

P,b'-DDTの致死相性と好手刑の抑lt.tとの附係を見る
に.その間に規則性は見川し封い .これは水火峡江で
は浸肌法のT:め,tFt相法あるいは抜触法のようにrrIt蝶
の川発仕がその致死招)Jに膨切することが少ないため

とIrj･えられる.しかし抑点170o以上の浴剤では何れも

pllは力が強く,抑点の揃い程その招性は大となる.金子3)

は先にコナマグラメイガの老熟幼虫に対するr-BHC

乳剤の効力に及ぼす溶剤の彫饗を研究し,沸点の謁い

浴剤ほど効果が大であり,methylnaphthalene系統

の溶剤が効果的であると報告しているが,本実験もこ

れと一致する.ノックダウン速度も致死効力の場合と

同様に排点1700以上の溶剤はそれが大で,排点の高く

なるに従って速度も大となる.

桁剤の双相子モーメント,誘1粥 王と致死j!3jJならび

にノックダウン速度との関係も,桁剤叩剤の場合と同
様に特別の関係がなく,新剤分子内のTti荷分布は両生
物活性に余り描甥しないものと考えられる.

2) JI,b'-DDT乳剤の HLB.表面張力と生物活性

との関係

班用した溶剤のHLBと界面活性剤のblendのHLB

の加成性から詐出した HLB と 9,9'-DDT乳剤の致

死il3力との関係を見るに.相互間にDg係があり,節2

図に示すように致死詔力の ピークは HLB4.4附近に

あり,この他より小あろいは大になるに従い,ともに

致死寿力は滅少する.この場合もO-dichlorobenzene

は不規則性を示す.

V'U3 4 5 6 7 8 9

HL8

Fig.2. RelationbetweenHLBandrelative
LC500fDDTemulsion.

JI.P'-DDT乳剤の HLBとノックダウン速度との間

にも相関がま琵められ,節3図に示すように,供試溶剤

問では一般に HLBが小なるもの程,その速度が大で

あることが明らかとなった.しかし致死寿力の場合と

開校に O-dichlorobenzeneのみは例外的の行動を示

すが.このノックダウンのピークは3.8あるいはこれ

paads
uAOP

JBuJ
â
.L
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eta∝
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HL8

Fig.3. RelationbetweenIILB andknoclくdown

speedorDDTemulsion

より小なる川にあり.Y.:省l)が先に印/bした,アカイ
エカの幼虫の述かなノックダウンのためには致死現象

よりもより親仙的の切が必班であるとの結論をさらに

椛認すろ結I米となった.

乳剤の表面張力は殺虫剤の誠皮浸入に式要な関係が

あり,その低下は表皮浸入を容易にすることはいうま

でもないが,本実験におけろタ,〟-DDT乳剤の表面

張力とその致死毒力ならびにノックダウン速度との間

には特別の関係は見出し難い.これは致死詔力ならび

にノックダウン速度の試験の乳剤の淡皮は極めて細く

て.その表面張力は水に近く,各乳剤の訟両弧jJの関

には殆んど芸::がなく.また致死試験では適m後24時間

の致死畔をさuEji:したので,乳剤の出両･3良力によろ浸透

度のZ･!は致死771力に大きな彫甥をおよはきなかったも

のとE山われろ.柄井1)もr-BHCに施用される溶剤の

柿刑効米とfl7剤の袈両眼力との関係を研究し,エンマ

コオロギの場合は.表面張力と稀剤効果との問さらは規

則的の関係を認めなかったと報告している.

3) 桁剤の化学構造とタ,LI'-I)I)T乳剤の生物活性

との関係

各種溶剤を用いた タ,b'-DDT乳剤の致死毒力相互
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問には大きな差異は認められず;二者の'蕃知蕗 シレン

の0.85-1.45の範細に止まる:.rこれは乳剤の原紋に配

剤した溶剤は著者1)が先に報告した界面活性剤と異な

り̀,･乳剤の致死毒性に大ぎな好皆をおよはきないため

と考えLられるニー

- ノJ･;クダウン速度は致死蕃力の場合より々 の差が大

で,特に脂肪族化合物は何れも小で,キシレ.ンの約ti

であり,methylnaphthalene,tetralinおよび O-did

chlorobenzeneは比較的大きくキシレンの2倍以上で

あり,他の芳香族ならびに脂環化合物はキシレンと大

差がない.ベンゼン環上の置換基の数とノックダウン

速度との間にも特別の関係がないように思われる.酒

井1)もγ-BHCに施用される溶剤の稀釈効果をイェバ

エの時間-ノックダウン率から検討し,butylacetate,

ethylcellosolve,benzene,toluene,monochloro･

benzeneは遅く,chloroform,butylalcohol,ethy･

leneglycolは大であることを認め,また池田2)もア

ズキゾウムシに対するDDT乳剤の効力発現は.本実

験招来と全く反対の benzene,Xylene,Solventnap.

hthaの唄に遅くなることを報告し,特に化学構造と

の閃迎を認めていない.

4) 9,3)'-DDT乳剤の致死詩力とノックダウン速度

との関係

脂肪族の浴剤を除けば,17,LI'-DDT乳剤として適用

した場合,致死打力の大きい溶剤ほど,ノックダウン

速皮も大である.このような相関は著者1)が先に各種

非イオン性界面活性剤を乳化剤 として用いた9,9'-

DDT乳剤においても認めている.従って溶剤の選択

に当ってはこの点に留志する必要がある.

5) 浴剤申剤の生物活性とP,L)-DDT乳剤の生物活

性との関係

溶剤申剤の致死意力は,その LCBOが methylnap･

bthaleneの 24.69ppm か ら2-ethoxyethanolの

6,471.0ppmまで各浴剤間に大きな開きがあるがそれ

らを用いたタ,〆-DDT の問では,それらの値がそれ
ぞれ1.02および0.97ppmというように,その差は余

りなく,また相互の致死毒力の間には相関がない.

ノックダウン速度においても同様に,蝉剤の速度と
9,9'-DDT 乳剤のそれとの問には相関がない.大中
ら7)は diazinon乳剤のイエバエに対するノックダウ

ン率および致死料こ,押絹Ilとして用いたキシレンおよ
びkerosene王】絹11の同一昆虫に対するノックダウン串

ならびに致死率がかなり抄蟹を与えることを報告じて

いる.本実験でこのような相関がないのは,lti剤の
LC60と LI,i)'-DDT乳剤のそれとの間に,キシレン

を溶剤として用いた場合でも,40倍の開きがあるので,

少,L)I-DDT乳剤の稀釈紋に溶剤単剤の両生物活性が余

り彫班を与えないことによるものと考えられる.
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農薬の乳剤原液の調剤の際に,その沸点,主剤に対

する溶解性.乳化安定性,通用害虫.適用邦監 有効

皮,残効性,薬亀 環境汚染あるいは経済性などの観

点から最適の浴剤を選択すべきであるが,その致死iほ

性ならびにノニッ:クダウン速度には浴剤のHLBと加用

界面活性剤の.HLBLの加成性から考慮したHLBの旭

が甚だしぐ彩響することが以上の研究によって明らか

となったので,このような観点からも浴剤の退択をす

る必要があるものと思われる.従来から有機殺虫剤の

･基剤として用いられているキシレンおよび methlya･

p'hTthaleneはこの点からも比較的優れた浴剤と称し細

られる̀∵'
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Stlmmary

Theinfluencesofllkindsofsolventsuponthe

lethaltoxicitiesandknockdownspeedsoE♪,P'-
DDT emulsionsagainstlarvaeofthecommon

housemosquito,CuLexi)i〆ensCoqui.wereeva･

luatedbymeansofthePetridishmethodwhich

was.prpe.vIQuSlyproposedbytheauthor.
Inthebioassayusingemulsionswithsolvent

alone,thelethaltoxicitywascorrelated with

HLB of･solvent,,excepto-dichlorob芦nZene,'the

biggerlipopbilicpropertygavethestrongerlethal
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toxicity.･ ■, ･ L･･J,

ttappcarcdthatthelcthal'toxicityandknockl

downeffectofDDTemulsionswcrc.notcotrc･

tatcdwithanyoneofpllySicalpropertiessuch･ars

boilingpoint,胡polcmoment,diclcctricconstant

andsurfaectensionoEsolventsused,andthat'

thesewerealsonotcorrelatedwiththelethal

toxicityandknockdowneffectofthesolvents.

･FromtheconsiderationofadditivityofHLB

valueoithesolventandthesurfactant,asignifi･

Cantcorrelationbetweenknockdowneffectiveness

ofL･,b'-DDTemulsiorLandtheliLBvaluewas

observed.Inotherwords,the-peakoflethal

activitywas･4.4,landthatolknockdownspeed

existedinmorelipophilicsitetllan3.80日ILB

vatuc;thcrcEorc,litwas'presumedthatthemore

lipophilicsitethanthelethalactionwasneces･

saryfortherapidparalysisofinsect.

Thcknockdownspeedof･Lb,b'-DDTemulsion
wasnotcorrelatedwiththepllySicali】roperties

ofsolventsusedandalsowithbiologicalactivities

ofthesolventalone.

ISttldiesonSomeBiologicalActi▼itiesofN-(2-Methyl-4-CMoropl一enyl)-N',N-Dim色thylform一

･･Iamidine二(Galecron)totheRiceStem Borer,ChitosuppTeBBatl'8WAlkerl.∴Tadayoslli･J'tl

IHIRANO*,HidetakaKAWASAKl,HiroshiS71lNOfⅠAfu**,TadaharuKtTAGAt(I(LifeScienceResearch'‥
Institute,KumiaiChemicalIndustryCo.,Ltd.,Kikugawa,Shizuoka･Pref.)′andShigekiWAlくAr.

MORl… (ChemicalResearchInstituteKumiaiChemicalIndustryCo.,Ltd.,Shimizu)Received I

August5,1972,BoEyu-Kagaku,37,135,1972.

‥■20.ガルエクE)ンのこカメイチュウに対する種々の生物活性について 平野忠夫*,川崎秀托
藤原光**/北垣忠温 (クミアイ化学工業株式会社,生物科学研究所)若森芸照 (クミアイ化学工業株式

''会社,化学研究所) 47.8.5受理
I

ガルエクロンのニカメイチュウに対する種々の生物Ui性について検討した. その結果を要約する.,

と次の通りである.

1) 田接殺虫力は低かったが,忌避作用および,殺卵力はすぐれていた.

2) 水両地用により,残効性の長いすぐれた食入防止効果を示した.

3) γ-BHC抵抗性ニカメLィチュウに対して感受性ニカメイチュウよりややすぐれT:食入防止効朱

を示した.

4) 食入幼虫に対して,スミチオンと同等の殺虫効力を示した.

5) ガルエクロンの放球誘弔体を合成し, その食入防止効求を検討したが, いずれもガルエクロ

ンより著しく劣った.

6) ガルエクロンはニカメイチュウのコリンエステラーゼ, アリエステラーゼ及び メラニン生成

_.(7;･性のいずれをも阻臼しなかった.

､Introduction

Galecronwasevaluatedasanexcellentacaricide

withovicidalandadulti'cidalictivityl)andithas

mainlybeenusedforcontrolofEuropeanred

mite,PanonychusuLmllKoch,since1967inJapan･

However,irL1967,itwasindica'tcdthatsilkworm,

Bombyxmorl'L.wasinhibitedonfeedingmulberry

leavesexposedtoGalecron.Thepresentpaper

reportssomebiologicalactivitiesofGalecronto

thericestemborerChilosuL'DFCSsalisWalker,

Oneofmostimportantlepidopterousinsectto

becontroledinpaddyfield.

MaterialsandMetl10ds

Insect:

Eggsandlarvaeofthericestemborerwere

thenormalstrainwhichwascollectedfrom the

*presentadress:KogotaBranch,LifeScienceResearchInstitute,KumiaiChemicalCol,Ltd･,

Kogota,Miyagi,Japan.クミアイ化学工菜株式会社 生物科学研究所 小牛田実験農場
++HeadOffice,KumiaiChemical･Co.,Ltd.,Chiyoda,Tokyo∴クミアイ化学工業株式会社本社 開発

rtiiThisworkwaspresentedattheAnnualMeetingoftheJapaneseSos.APL･LEnt･Zoot･,
Tokyo,April1971.
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